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新体制に対するご挨拶新体制に対するご挨拶
　全国的に雪の多かったこの冬ですが、早いもので桜の咲く季節を
迎えました。
　4月から我々の病院は厚生労働省所管の独立行政法人地域医療機能
推進機構が直接運営する公設・公営の病院として新しく再スタート
します。地域医療機構神戸中央病院あるいは英語表記の頭文字
JCHOをジェイコーと発音してJCHO神戸中央病院と覚えて頂けれ
ばと思います。この新機構は全国57の傘下病院をあげて地域医療に
貢献することを最大のミッションとしています。具体的には国の医
療計画における5疾病（がん、脳卒中、急性心筋梗塞、糖尿病、精神
疾患）、6事業（救急医療、災害医療、へき地医療、周産期医療、小児医療、地域在宅医療）、
その他、地域において必要とされる医療及び介護を提供する機能の確保を図ることを目的として
います。また、急務となっている総合診療医の養成に積極的に関与し、加えて地域完結型医療・
地域包括ケア構想の「要」となる医療人育成にも力を入れていくことが求められています。
　これまで当院は公設民営として、一般企業並みの自由な自律性を重んじた経営を行い、堅実な
経営実績と共に地域の基幹病院として成長して参りました。一方この数年間は新機構への参画の
全容や運営形態等の情報を逐次得ながら、神戸市北区の地域に密着した医療形態を模索して参り
ました。新年度からは新機構の公的病院グループの一員として新機構のミッションに則り、当院
の医療体制、病院経営、病院のあり方を真摯に検討し、当院の更なる進化発展の礎としたいと考
えています。
　当院の歴史は1948年、まだ結核が蔓延していた神戸の中山手の戦後の焼け跡に建設された45
床の病院から始まっています（第一期）。その後1986年に現在の神戸市北区に総合病院として
新築移転され阪神・淡路大震災も乗り越え大きく発展して本年を迎えました（第二期）。４月か
らはどんな未来が待ち受けているのでしょうか。不安もありますが、期待と緊張感を持って大き
な波なら乗り越え、ピンチが来ればチャンスに変えてゆく覚悟です。職員一同気持ちを一つにし
て医療だけでなく、介護・保険も含めた包括的な地域医療を守ることに注力し、充実した第三期
を作れるよう努力する所存です。どうぞよろしくお願いします。

地域の皆さまに信頼される病院として
  安全で質の高い医療を提供します。
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患者さまへ患者さまへ

　全国で10人に1人以上がこの病気を持っていると言われ、「新しい国民病」として、俄然表に出て来た言
葉です。

[腎臓の働き]
　体の中の汚いもの、つまり食べ物で吸収されなかったもの、体の細胞が壊れたもの、お薬などを代謝した
ものは、一日中血液をきれいにしようと働いている腎臓で分別されてゴミとして尿に捨てられる仕組みに
なっています。体の余計な水分も勿論捨てられます。
　腎臓の働きはこれだけでなく、血圧を調節するホルモンや（血圧を下げる薬でこのホルモンに効く薬を飲
んでおられるかも）、骨を丈夫にするビタミンD（骨粗鬆症に対してビタミン剤を飲んでおられるかも）、赤血
球を作るホルモン（腎臓病の方で貧血の注射をうっておられるかも）なども作っています。

[腎臓病]
　以前は原因として慢性腎炎が多かったのですが、近年は糖尿病が一番問題です。また血圧の高い時期が続
いたり、動脈硬化が進むことで腎機能が悪くなる方も高齢化社会の中で増えてきています。

[腎臓病になったら]
　たいていは自覚症状が出ないので、健診で尿たんぱくがおりていましたと言われても病気に気づかず、体
に異常を感じて病院に行ってみたらもう透析寸前だった、と言う患者さんが以前とても多かったことも、こ
の病気をお知らせしようしている一つの理由です。
　腎臓病はある程度のレベルに進むと、もう治りません。そうなる前にいかに進行を抑えて行くかが目標に
なります。
　また腎臓病の患者さんは実は心臓病や脳卒中により、透析になる前に亡くなる方が多いことも分かってき
ており、それらの病気を早く見つけて予防して行くことも大事になっています。

[進行を止めるには　そして予防は]
　生活習慣の改善が第一です。運動、禁煙、食べ過ぎない、一番大切なのは塩分制限です。腎臓病が進んで腎
不全の状態になると蛋白制限が必要ですが、誰にも共通しているのはまず塩分を制限して血圧をコントロー
ルすること。これにコレステロール値や尿酸値を下げることも目標に入ってきます。勿論、糖尿病の方は血
糖コントロールがまず大切です。

　兵庫県では自治体レベルで腎機能を早期に
発見できるクレアチニン等の検診項目を従来
の項目に上乗せしてきましたが、健診で発見
されたCKDを重症化させないために、かかり
つけ医と専門医が連携を組めるように、連携
協議会で討議を重ねてきました。またCKDパ
スとして新しい腎臓病手帳を患者さんにお渡
しして、この取り組みをさらに充実させてい
くつもりです。

　国民病のCKD、ご自分の腎機能は大丈夫か、
かかりつけ医にもう一度ご確認頂ければと思
います。

腎臓病手帳

このごろ、「慢性腎臓病（CKD）」と言う言葉を
よく耳にしないでしょうか？

内科（腎臓・血液）部長　足立陽子
《医療機関向け》
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小　児　科：
泌 尿 器 科：
神 経 内 科：
麻　酔　科：

坂本　　泉
木下　佳久
清家　尚彦
木村　幸平

研　修　医：上月亮太郎・御舩　朋代・
川村　知央・前田　沙貴・
中野　温子

：消化器内科古志谷達也
　本年4月より赴任しました。メンバーと共に消
化器内科を盛り立てていこうと考えております。
　今後とも宜しくお願い致します。

たまだ　　  ひろし

：泌尿器科玉田　　博
　平成7年神大卒の玉田と申します。北区の基幹
病院である神戸中央病院の一員として地域に貢
献したいと思っております。

ますだ　 まさたか

：消化器内科桝田　昌隆
　今回ご縁があり、４月から勤務させて頂く事と
なりました。
　宜しくお願いします。

いけがみ　 なおや

：総合内科池上　直矢
　大学、前の職場で京都大阪は経験しましたが
神戸は初めてです。
　宜しくお願いします。

はら　　　　 あつし

：神経内科原　　　敦
　２年間の神戸大学病院での初期研修を終え神
経内科専攻医として働かせて頂くことになりま
した。何卒よろしくお願い申し上げます。

り　　　　　てつ

：脳神経外科李　　　喆
　はじめましてこの４月から脳神経外科で働かせて
いただいております、李　喆（リ　テツ）と申します。
今後脳外科の外来や救急外来でお会いするかもしれ
ませんが、誠意を持って医療を提供させていただきま
す。宜しくお願い申し上げます。

くさか　　  さとし

：総合内科日下　　聡
　４月よりお世話になります。総合内科の日下
聡と申します。北区の地域医療のお役に立てる
ように頑張りますので、どうかよろしくお願い
します。

ひらじま　しょうじ

：外科平島　相治
　未熟な点は多々ありますが、再現性のある医療
を心がけて頑張ります。
　よろしくお願い致します。

いちい　  ゆうじ

：総合内科一井　雄二
　後期研修２年目ですが地域医療に貢献できる
様に頑張ります。
　宜しくお願い致します。

さえき　  まさし

：神経内科佐伯　雅史
　４月からこちらに勤務させて頂くことになり
ました。神経内科専攻医として患者様のＱＯＬ向
上に少しでも寄与できるよう頑張りたいと思い
ます。よろしくお願いします。

『脳卒中にならないために、なってしまったら』『脳卒中にならないために、なってしまったら』『脳卒中にならないために、なってしまったら』『脳卒中にならないために、なってしまったら』第1回 
市民医療セミナー

平成 26年 1月 25日（土）13：30～ 16：30
会場：すずらんホール
平成 26年 1月 25日（土）13：30～ 16：30
会場：すずらんホール

◆ 第２回  市民医療セミナー ◆次回予告次回予告
テーマ：『放っておけない胸の痛み、心筋梗塞の予防と治療』
　　　　　日　時：平成２６年６月１４日（土）　開場 12：30　開演 13：30
　　　　　会　場：すずらんホール（神戸市北区鈴蘭台西町１丁目２６－１）

◆詳細が決まりましたら、改めてご案内申し上げます。
　皆さまのご来場心よりお待ちしております。

平成 26 年 1 月 25 日（土）に「すずらんホール」にて当院主催の「第 1 回　市民医療セミナー」が開催
されました。今回は「脳卒中にならないために、なってしまったら」というテーマで講演会と検査を含む健
康相談会を行いました。講演会では、まず院長大友敏行が当院の歴史と地域医療機能推進機構（JCHO）へ
の移行について制度の面の説明と、今後、当院が地域医療の中で果たしてゆくべき使命について話し、当院
の現況と方向性についてご理解いただきました。引き続き、脳神経外科部長・地域医療推進室長松本圭吾が「脳
卒中の予防と治療」と題して、脳卒中になった時の t-PA 静注療法、カテーテル治療を含めた最新の治療と
脳卒中にならないための予防法について発表いたしました。その中で、とくに手術をふくめた治療現場での
ビデオは聴衆の皆様に興味をもって見ていただいたと思います。それに続いて、予防のなかで最も重要な日
常生活の事項である食事について「脳卒中を防ぐ食生活」として栄養課長の小林正昭より講演があり、わか
りやすい例示と平易な語り口に聴衆の皆様も引き込まれているようでした。
また、講演会とは別室で測定・相談・展示コーナーを設け、簡易頚動脈エコーによる動脈硬化度の測定と薬・
介護・健康・血圧・栄養・リハビリについての相談会と放射線科展示を行いました。多数のご参加を得て好
評でした。
このたびの第 1 回市民医療セミナーには 420 名を超えるご参加を得、アンケートでも「とても役に立つ」
との声が多く寄せられました。今後も皆様のご意見、ご要望を取り入れながら実りある「市民医療セミナー」
を開催していきたいと考えておりますので宜しくお願いいたします。　　　　　　　　　　文責：松本圭吾
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います。また、急務となっている総合診療医の養成に積極的に関与し、加えて地域完結型医療・
地域包括ケア構想の「要」となる医療人育成にも力を入れていくことが求められています。
　これまで当院は公設民営として、一般企業並みの自由な自律性を重んじた経営を行い、堅実な
経営実績と共に地域の基幹病院として成長して参りました。一方この数年間は新機構への参画の
全容や運営形態等の情報を逐次得ながら、神戸市北区の地域に密着した医療形態を模索して参り
ました。新年度からは新機構の公的病院グループの一員として新機構のミッションに則り、当院
の医療体制、病院経営、病院のあり方を真摯に検討し、当院の更なる進化発展の礎としたいと考
えています。
　当院の歴史は1948年、まだ結核が蔓延していた神戸の中山手の戦後の焼け跡に建設された45
床の病院から始まっています（第一期）。その後1986年に現在の神戸市北区に総合病院として
新築移転され阪神・淡路大震災も乗り越え大きく発展して本年を迎えました（第二期）。４月か
らはどんな未来が待ち受けているのでしょうか。不安もありますが、期待と緊張感を持って大き
な波なら乗り越え、ピンチが来ればチャンスに変えてゆく覚悟です。職員一同気持ちを一つにし
て医療だけでなく、介護・保険も含めた包括的な地域医療を守ることに注力し、充実した第三期
を作れるよう努力する所存です。どうぞよろしくお願いします。

地域の皆さまに信頼される病院として
  安全で質の高い医療を提供します。
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患者さまへ患者さまへ

　全国で10人に1人以上がこの病気を持っていると言われ、「新しい国民病」として、俄然表に出て来た言
葉です。

[腎臓の働き]
　体の中の汚いもの、つまり食べ物で吸収されなかったもの、体の細胞が壊れたもの、お薬などを代謝した
ものは、一日中血液をきれいにしようと働いている腎臓で分別されてゴミとして尿に捨てられる仕組みに
なっています。体の余計な水分も勿論捨てられます。
　腎臓の働きはこれだけでなく、血圧を調節するホルモンや（血圧を下げる薬でこのホルモンに効く薬を飲
んでおられるかも）、骨を丈夫にするビタミンD（骨粗鬆症に対してビタミン剤を飲んでおられるかも）、赤血
球を作るホルモン（腎臓病の方で貧血の注射をうっておられるかも）なども作っています。

[腎臓病]
　以前は原因として慢性腎炎が多かったのですが、近年は糖尿病が一番問題です。また血圧の高い時期が続
いたり、動脈硬化が進むことで腎機能が悪くなる方も高齢化社会の中で増えてきています。

[腎臓病になったら]
　たいていは自覚症状が出ないので、健診で尿たんぱくがおりていましたと言われても病気に気づかず、体
に異常を感じて病院に行ってみたらもう透析寸前だった、と言う患者さんが以前とても多かったことも、こ
の病気をお知らせしようしている一つの理由です。
　腎臓病はある程度のレベルに進むと、もう治りません。そうなる前にいかに進行を抑えて行くかが目標に
なります。
　また腎臓病の患者さんは実は心臓病や脳卒中により、透析になる前に亡くなる方が多いことも分かってき
ており、それらの病気を早く見つけて予防して行くことも大事になっています。

[進行を止めるには　そして予防は]
　生活習慣の改善が第一です。運動、禁煙、食べ過ぎない、一番大切なのは塩分制限です。腎臓病が進んで腎
不全の状態になると蛋白制限が必要ですが、誰にも共通しているのはまず塩分を制限して血圧をコントロー
ルすること。これにコレステロール値や尿酸値を下げることも目標に入ってきます。勿論、糖尿病の方は血
糖コントロールがまず大切です。

　兵庫県では自治体レベルで腎機能を早期に
発見できるクレアチニン等の検診項目を従来
の項目に上乗せしてきましたが、健診で発見
されたCKDを重症化させないために、かかり
つけ医と専門医が連携を組めるように、連携
協議会で討議を重ねてきました。またCKDパ
スとして新しい腎臓病手帳を患者さんにお渡
しして、この取り組みをさらに充実させてい
くつもりです。

　国民病のCKD、ご自分の腎機能は大丈夫か、
かかりつけ医にもう一度ご確認頂ければと思
います。

腎臓病手帳

このごろ、「慢性腎臓病（CKD）」と言う言葉を
よく耳にしないでしょうか？

内科（腎臓・血液）部長　足立陽子
《医療機関向け》


